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　透視検査に関しての診断参考レベル
（DR L）は，「日本の診断参考レベル
（2020年版）（Japan�DRLs�2020）」1）で，
胃の検診と，診療放射線技師が携わるこ
とが少ないと言われている内視鏡検査領
域を含めた診断透視領域が初めてDRLに
加わった。そして，2020年4月の医療法
施行規則の一部改正により，医療被ばく
管理が医療機関に義務づけられたことで，
DRLの活用は単なる推奨から法令に基づ
く運用へと発展した。これにより，医療
現場では装置の線量表示機能の活用や被
ばく記録の整備がいっそう求められ，
DRLは被ばく管理の重要な役割を担うよ
うになった。
　「日本の診断参考レベル（2025年版）
（Japan�DRLs�2025）」2）では，新たに，
診療放射線技師のかかわりが少ない手術
室での移動形＊X線透視装置を用いた手
技について踏み込んだ。本稿では，Japan�
DRLs�2025の背景，調査方法，結果およ
び今後の展望を，Japan�DRLs�2020の
知見との比較を交えて紹介し，現場での
活用ポイントについて述べる。

診断透視DRL導入の経緯

　診断透視は，「最新の国内実態調査
結果に基づく診断参考レベルの設定

（DRLs 2015）」では導入が見送られた経
緯がある。しかし，その後，2017年の医
療被ばく研究情報ネットワーク（J-RIME）
の第 3 回診断参考レベルワーキンググ
ループ（WG）会合において，診療放射
線技師が関与しない透視検査〔例：内
視鏡室での内視鏡的逆行性胆管膵管造
影（ERCP）など〕では線量が高い傾向
にあることが指摘され，透視領域への
DRL 導入が検討され始めた。その後，
J-RIME 第 10 回総会（2018 年）にて，
消化管領域のみならず透視全般を包括
する「診断透視」としてDRL策定を行
う方針が決定された。これを受けてプロ
ジェクトチームが発足し，全国規模の実
態調査が行われ，2020年に初の診断透
視DRLが公開された。この2020年の調
査では，1次・2次調査を通じて136施
設，405装置，2万2182症例のデータが
集約され，食道・胃・十二指腸造影や
ERCPなど，12検査種目についてDRL
値が設定された。当時は国内の透視装置
の約60%が線量表示機能を備えていな
かったため，患者照射基準点での空気
カーマ（Ka，r）や面積空気カーマ積（PKA）

に加え，透視時間と撮影回数が指標と
して採用された点が特徴的であった3）。

Japan�DRLs�2025の
調査手法について

　Japan DRLs 2025では，医療法改正
による線量管理の義務化を背景に，よ
り包括的かつ精度の高いデータ収集が期
待された。「診断参考レベル改訂へ向け
た線量調査」として，2024年9月1日付
で全国6973施設の施設長および管理責
任者宛に調査協力書面を郵送し，同年
10月1～30日に，診断透視領域として
340 施設から有効回答を得た。これは
2020年調査の約2.5倍の回答数であり，
データの代表性向上に寄与したと言える。
　各施設には，検査種目ごとに1か月
間の症例を目安に報告してもらい，標準
体型（身長 150 ～ 170 cm，体重 50 ～
70kg）の3症例以上を中央値として採
用し，3症例未満の場合は過去1年間ま
でさかのぼって補完した。線量評価は，
2020年と同様に，Ka，r およびPKA に加
え，透視時間と撮影回数を継続指標と
して採用した。また，線量表示が困難
な装置については，線量管理の一手法
として，IVR領域に準じた標準ファント
ムを用いて透視線量率および撮影線量
を実測したものを，補足としての位置づ
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6． 診断透視の改定の概要と
活用のポイント

Japan DRLs 2025改定の概要と活用のポイントⅡ
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